
 

木村英輝 EXHIBITION  
― 大人のストリートアート ― 

初となる大型個展を 6 月 16 日 (金）から開催 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ポーラ ミュージアム アネックス(東京・中央区銀座)では、絵師・木村英輝の初となる大規模な展覧会「木村英輝 EXHIBITION  
― 大人のストリートアート ―」を 2023 年 6 月 16 日（金）から７月 30 日（日）まで開催します。 

 
木村英輝は、日本のロック黎明期よりプロデューサーとして活躍し、2002 年の還暦より筆をとった異色の経歴を持ちます。

その作品は、京都・青蓮院門跡 華頂殿の襖絵から関西国際空港、京都市動物園、また商業施設の壁画まで多くが街の中＝スト
リートに描かれてきました。鯉や牡丹、孔雀など、日本の伝統美術に用いられてきたモチーフが目の醒めるような色彩で表情豊
かに躍り、壁天井の隔てなく描かれるダイナミックな構図は、ロックと共に歩んできた半生があるからこそ表現しうるリズムや
躍動感に富んでいます。 
 
「アトリエでカンバスに向かうのではなく、『ライブ』な街に絵を描きたい」という木村のこだわりから、今回のような展示施
設での発表は稀少な機会といえます。本展では 50 点を超える新作や、襖絵など過去の大型作品を展示するとともに、女優・樹
木希林さんの依頼を受けて制作された板戸「蘇る蓮」を初公開します。さらに展覧会初日より 5 日間、会場では木村英輝によ
る 3 メートルを超える新作の公開制作を実施予定です。ポーラ ミュージアム アネックスに会することで際立つ、何ものにも
縛られないロックでプレイフルな木村英輝の世界観をぜひ御覧ください。 
 
 

∥展覧会概要∥ 
展覧会名：木村英輝 EXHIBITION ― 大人のストリートアート ― 
会  期：2023 年６月 16 日（金）から 7 月 30 日（日） ※会期中無休 
開館時間：11:00 - 19:00 (入場は 18:30 まで)  
入 場 料：無料 
会  場：ポーラ ミュージアム アネックス（〒104-0061 中央区銀座 1-7-7 ポーラ銀座ビル 3 階） 
アクセス：東京メトロ 銀座一丁目駅 7 番出口すぐ / 東京メトロ 銀座駅 A9 番出口から徒歩 6 分 
主  催：株式会社ポーラ・オルビスホールディングス 
U R L：https://www.po-holdings.co.jp/m-annex/ 
公開制作：６月 16 日（金）から 6 月 20 日（火）全日 13:00 – 15:00 を予定 ※作品の完成は 6 月 20 日（火）を予定 
※詳細は HP にて後日ご案内します。ご確認のうえご来場ください。 

冒頭画像 左：「Carp is Dragon in Heaven」 2023 年、麻キャンバス、2000×700mm 右：木村英輝氏ポートレート 

 

 

 

【リリースに関するお問い合わせ】株式会社ポーラ・オルビスホールディングス コーポレートコミュニケーション室  
info-annex@po-holdings.co.jp                    TEL 03-3563-5540 / FAX 03-3563-5543

【読者からのお問い合わせ先 】  ポーラ ミュージアム アネックス     TEL 050-5541-8600（ハローダイヤル） 
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∥作家ステートメント∥ 
81 歳のストリート・ペインター 
落書きか、入れ墨か、アートか。 
 
5 歳の幼児が、道端でチョークと蝋石で絵を描いていた。 
上手！上手！と煽る姉たちの呼込みに人集り。 
幼児は等身大の絵を、ただ、ただ、得意げに描きまくります。 
そして、リクエストにも答えます。 
  
その幼児が、美大の講師に。何故か、ロックイベントプロデューサー。 
そして、還暦より、路上

ストリート
の 絵描き

ペ イ ン タ ー
に、再び、辿り着く。 

 
日本画でもない、洋画でもない、デザインでもない。 
ごちゃ混ぜの絵を描き始める。 
敢えて言うなら、日本人の私が描いた絵だから、日本風かも知れない。 
 

 
木村 英輝 Hideki Kimura https://ki-yan.com/ 

1942 年大阪府泉大津市生まれ。京都市立美術大学図案科卒業後、同大講師を務める。日本のロック黎明期に、オルガナイザー
として数々の伝説的イベントをプロデュース。還暦より絵師に。手がけた壁画は国内外で 200 カ所を超える。ロックと共に歩
んできた半生は躍動感あふれる画面にもあらわれる。 アトリエでカンバスに向かうのではなく、「ライブ」な街に絵を描きたい。 
究極のアマチュアリズムを標榜する異色の絵師。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 左上：「Sunflower」 2023 年、麻包張キャンバスにアクリル絵具、Φ530mm   

右上：「Kingfisher by the Lotus pond」 2022 年、麻包張キャンバスにアクリル絵具、606×727mm  
左下：「BeRock -Tiger-」 2022 年、麻包張キャンバスにアクリル絵具、606×727mm  
右下：「Smiling Elephants」 2022 年、麻包張キャンバスにアクリル絵具、606×727mm 

https://ki-yan.com/

